
0 令和７年７月 17日 

第１学年 保護者の皆様 

江戸川区立第二葛西小学校 

第１学年 １学期末号 

緊張した面持ちで校門をくぐった入学式から３ヶ月がたちました。子どもたちは、すっかり学校生活

に慣れ、毎日元気いっぱいに過ごしています。荷物整理や着替えが速くなり、学習に集中できる時間も

長くなりました。給食や掃除の当番活動は、だんだん上手にできるようになりました。一人一人が確実

に成長していることを大変嬉しく思います。ご家庭でも、１学期のお子さんの頑張りを、ぜひ褒めてあ

げてください。 

１ １学期を振り返って(〇よくできる △練習中) 

＜生活面＞ 

○気持ちよく挨拶をする。 

○体育着、水着に着替える。 

○日直、当番の仕事に取り組む。 

○名前を呼ばれたら「はい」と返事をする。 

○友達と仲良くする。 

○外で元気よく遊ぶ。 

△話をしっかり聞いて行動する。 

△朝の仕度、給食の仕度、帰りの仕度を手際よくする。 

△休み時間に次の学習の準備をする。 

△毎日ハンカチ、ティッシュを携帯する。 

 ※登校時刻について ８：10～８：20 

           ８：30～全体の活動が始まります。 

           ８：10 頃に到着できるよう、お家を出る時刻の調整をお願いします。 

  

 

 

 

 

 

＜学習面＞ 

国語・話す人の目を見て、最後まで聞く。 ・相手に聞こえる声で話す。 

  ・ひらがな 50音を確実に読む。丁寧に書く。 ・カタカナを覚える。 

・音読カード、作文、読書に取り組む。 

  

 

 

 

 

 

【下校～放課後の遊び方】※再度、ご家庭で確認をお願いします。 

 ・寄り道をしない。一度帰宅してから遊びにいく。 

  「どこで、だれと、何をする、何時に帰るか」を約束する。 

 ・お金を持って遊びにいかない。（子ども間、大人間でのトラブルの原因になります。） 

 ・お菓子等、奢ったり奢られたりしない。（金銭トラブル、アレルギーへの危険性があります。） 

※１年生の目標 

○文章を「スラスラ」読めるようにする。 

○はっきりとした声で読むことができるようにする。 

〇ひらがな、カタカナを正しく書けるようになる。 

 



算数・10までの数の大小や順序  ・たし算やひき算の意味 

  ・くり上がりのないたし算   ・くり下がりのないひき算   

 

   

 

生活・学校たんけん  ・公園たんけん  ・あさがおの栽培、観察 

音楽・歌唱、リズム遊び、音階、鍵盤ハーモニカ      

体育・運動会（かけっこ・表現リズム遊び） 

・体ほぐしの運動遊び、多様な動きをつくる運動遊び 

・鬼あそび ・体力テスト（50ｍ走、ソフトボール投げ など）  

・もぐる・浮く運動あそび 

図工・すきなものいっぱい（クレヨン） ・ねんどとなかよし 

  ・チョッキンパッでかざろう    ・さわってまぜて きもちいい   ・Ｔシャツ   

  ・すいすいぐるーり        ・ひかりのなかのなかまたち 

 

２ 通知表について 

 〇１学期の学習及び生活の記録は、２段階評価（できる・もうすこし）となります。 

 〇終業式の日に、子どもたちに通知表を見てもらい、個人面談の日に保護者の方に持ち帰っていただ 

  きます。 

 〇ファイルにはさんでお渡しします。ファイルには、通知表の観点や見方などもはさんであります。  

 ○夏休み明けには、中身を抜いてお家で保管していただき、表紙のみファイルにはさんで持たせてく

ださい。 

 

３ 夏休みの宿題 

（１）「夏にパワーアップ！」 

ご家庭で丸付けをし、間違いを直して、２学期始業式に提出してください。 

 

（２）絵日記１枚（色鉛筆で色を塗ってください。） 

文の書き方は、国語教科書 P92を参考にしてください。 

 

（３）あさがおの観察カード（１枚） 

実（種）を中心に描きます。 

 ※種ができたときは、小さい袋等（記名あり）に入れて、保管しておいてください。 

来年度の１年生にプレゼントします。２学期始めに持たせるようにお願いいたします。 

 

（４）自由作品、自由研究（一人一作品は提出します。） 

例）絵や工作、押し花作り、貝殻集め、紙粘土、旅行日記、短歌、調べもの、 

自由研究 など 

 ※作品カードをお渡ししますので、お子さんに書かせて持たせてください。 

２学期に夏休み作品展があります。（９／８～９／13） 

 

※１年生の目標 

○10 のつくりやたし算、ひき算の答えが素早く言えること。（できる限り指を使わずに） 

http://www.google.co.jp/url?esrc=s&q=&rct=j&sa=U&url=http://yasashi.info/a_00008g.htm&ved=2ahUKEwiN8cuVg834AhXxh1YBHYEqDvgQqoUBegQIBhAB&usg=AOvVaw0WluYxbBSEc8AXK9VCu6BD
http://www.google.co.jp/url?url=http://www.irasutoya.com/2016/04/blog-post_9.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0ahUKEwihpuOqoP7UAhWFHpQKHcieBzwQwW4IFjAA&usg=AFQjCNHrF8rFO2SVzGBAZ_CNxDrS0xy6YQ


（５）読書 

10冊以上読みましょう。 

記録カードを配ります。読んだ本の記録をしてください。 

 

（６）歯みがきカレンダー（毎日しっかり磨かせてください。） 

 

（７）計算カード 

くり上がりのないたし算、くり下がりのないひき算の計算カードの練習をしてください。最初は、順 

番通りに計算カードを取り組み、慣れてきたら順番を変えてバラバラに取り組むとよいです。 

なお、学校だよりでもお願いしましたが、計算カード１枚１枚に記名をしてください。 

 

（８）その他 

○体力づくり（なわとび、鉄棒、外遊びなど） 

○1学期の復習（たし算・ひき算など）など、宿題ではありませんが、自主的に取り組んでください。 

○なわとびを結ぶ練習（素早く正確に結ぶことができるようにお願いします。） 

 

４ その他   

  

（１）夏休みに自宅に持ち帰る物 

○道具箱（はさみ、のり、名前ペン、色鉛筆、クレヨン、ボンド） 

 ※不足している物や名前の消えているものは補充や記名をお願いします。 

○体育着（帽子のゴムや名前の布が取れていないか確認してください。名前の布が取れやすい場合 

縫い付けてください。） 

○上履き（名前、サイズをもう一度よく確認して下さい。） 

○絵の具セット（筆洗いバケツと筆、ミニ雑巾、パレットを使用しました。よく洗っておいてくださ 

い。ミニ雑巾がない場合は、補充しておいてください。） 

 ○鍵盤ハーモニカ（うた口を洗い、よく乾かしてください。ガーゼの洗濯もしてください。） 

○給食白衣 1学期の最後に当番になったご家庭は、洗濯をしていただき２学期始業式までに持たせ

てください。 

○学校図書館の本 １、２冊 

○あさがおの植木鉢 

 持ち帰り期間は、７月 15 日から 17 日の間となります。また、夏休み後の９月１日から４日まで

の間に学校までお持ちいただきますようお願いいたします。必ずお家の方が持ち運んでください。

花が終わっても水やりをし、つるが枯れないようにしてください。（２学期につるを使ってリース

を作ります。） 

 

（２）夏休みに学校に置いておく物 

 

 

 

 

道徳、書写、生活、図工の教科書、粘土 音楽バッグ 



（３）２学期の算数、図工について 

算数と図工の学習で、いろいろな形の箱を使った学習をします。お菓子の箱、ポテトチップスの筒

型の箱などを少しずつ集めておいていただけると助かります。学校に持ってくる時期は、連絡帳にて

お知らせします。 

 

（４）その他 

○作品バッグについて 

図工の作品を「作品バッグ」に入れて持ち帰りました。「作品バッグ」は、2 学期も使用しますの

で、まだの方は学校に持たせてください。 

○学習ノートについて 

①連絡帳・・・無くなりましたら、同じ形式のものを各家庭でご購入ください。 

②国語、算数ノート・・・２学期に新しいものを一括で購入します。２冊目以降は同じ形式もの 

 を各家庭でご購入ください。1学期に使用したノートも２学期使いま    

すので、２学期最初の授業の際に持たせてください。 

 

（５）２学期の遠足に使うリュックについて 

 ○水筒、お弁当、筆記用具等が入る大きさのものをご準備いただければと思います。 

 

（６）タブレットについて（夏休み中のお願い） 

 ○子どもが外に持ち出すことは、原則禁止です。保護者の管理の下、学習用に使用する場合のみ可 

とします。 

○親子でよく話し合って「SNS〇〇家ルール」を決めましょう。本日配布した用紙（東京ルール、二 

 葛西ルール等が記載してあるもの）に、記入し、夏休みが終わっても、しっかりと守っていけるよ 

うにしましょう。 

○その他、使用方法等につきましては、普段と同様です。貸与品ですので、適正な使い方ができな 

い場合には、必要時以外は保護者が管理するようにしてください。 

 

（７）夏休みの生活について  

 

 保護者用「夏休みの生活」と、子ども用「安全で楽しい夏休みにするために」を 

親子でお読み下さい。 

・出かけるときには「だれと どこで なにをする いつ帰る」を家の人に伝える。 

・交通事故にあわないように、交通ルールを守る。 

・水の事故を起こさないように、学校のプールと同じく、準備運動や水慣れをする。 

 川や海には、必ず家の人と一緒に行くようにする。子どもだけでは近付かない。 

・不審者などに十分注意して過ごす。夕方５時 30分までには家に帰る。 

・学区外へは、子どもだけでは行かない。 

・お金や大事なものを持って遊びに行かない。友達に何かを買ってあげたり、買っても

らったりしない。 

・自転車に乗るときは、ヘルメットを着用する。 


